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　中札内村議会定例会は３月３日に招集され、会期
を12日までの10日間とし行われました。
　３日は、決議１件、承認１件、議案11件が審議可
決されました。
　９日に予定していた一般質問は、新型コロナウイ
ルス感染症予防の観点から、議員からの質問が見送
られたことにより中止となりました。
　10日からの本会議では、新年度各会計予算案６件
と追加議案の一般会計補正予算を審議して、11日ま
でにすべての案件の審議を終了し閉会しました。

　令和２年度は、森田村長の任期最後の本格予算編成であるとともに、

第６期まちづくり計画後期基本計画の３年目となり、村長公約と「まち

づくり計画」の着実な実行と人口減少の抑制を図るため「第２期中札内

村まち・ひと・しごと創生総合戦略」の策定による取組みを推進し、「村

民が村に誇りを持ち、これから先も豊かな恵みを生み出せるように、各

施策のブラッシュアップを図った」積極的な予算となっています。

　一般会計は前年度対比23.8％増の56億6,390万円で、５特別会計

を合わせた全会計総額が前年度対比14％増の68億9,400万円となり、

過去最大の予算規模となりました。

　増額の要因としては、２ヶ年事業の新庁舎建設事業６億5,975万円

と新規事業の消防庁舎増築・改修事業３億2,353万円を計上したこと

によるものです。

　３月定例会での予算審査における質疑の内容についてお知らせします。

令和２年３月村議会定例会

健康で文化的な村づくり・持続可能性を高める施策実行へ

（単位：万円）

款 令和２年度 令和元年度 増　減　額 主な事業（新規・継続）

１ 議 会 費 4,482 4,759 △277

2 総 務 費 17億5,879 9億6,458 7億9,422

新規

高齢者安全運転サポート補助金� 57

六花の森イベント事業補助金� 800

ふるさと会参加費助成事業� 10

継続

庁舎建設事業� 6億5,975

まつり振興補助金� 240

ふるさと納税推進� 4億2,490

３ 民 生 費 7億4,316 6億7,304 7,012
新規 結婚新生活支援事業� 90

継続 出産祝金� 190

４ 衛 生 費 2億4,326 2億5,488 △1,162
新規

新生児聴覚検査費用助成� 14

子育て世代包括支援センター事業�633

継続 七色献立プロジェクト� 972

５ 労 働 費 712 712 0

６ 農 林 業 費 4億9,921 5億4,944 △5,023 新規

堆肥化処理施設備品� 2,200

ほ場侵入防止対策� 24

大規模草地育成牧場備品� 1,896

造林推進事業補助金� 222

７ 商 工 観 光 費 1億9,448 2億765 △1,317 新規 道の駅整備事業設計委託� 655

8 土 木 費 5億3,739 5億7,944 △4,205

新規
道路改良舗装工事� 1億4,420

公園施設改修工事� 336

継続

道営農道整備特別対策事業� 2,200

道路維持補修工事� 2,716

公営住宅改修工事� 9,801

９ 消 防 費 4億9,728 1億7,788 3億1,940 新規 消防庁舎増築改修事業� 3億2,353

10 教 育 費 5億4,428 5億3,776 652

新規
交流の杜取付道路拡幅工事� 655

指導主事共同設置事業� 1,375

継続

通学費等助成事業� 126

外国語指導助手配置事業� 1,039

青少年国際交流派遣研修事業� 489

11 災 害 復 旧 費 932 932 0

12 公 債 費 4億1,389 4億179 1,210

13 諸 支 出 金 1億7,522 1億6,793 729

14 予 備 費 500 500 0

歳　出　合　計 56億6,390 45億7,410 10億8,980 増減率　23.8％



3

問
多
く
の
寄
附
金
を
い
た
だ
い
て
い

る
わ
け
だ
が
、
今
後
寄
附
者
に
対

す
る
感
謝
祭
な
ど
開
催
す
る
予
定
は
あ

る
か
。

答
寄
附
が
今
後
と
も
続
く
よ
う
で
あ

れ
ば
、
村
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
開
催
を
検
討
し
て
み
た
い
。

問
寄
附
金
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
新
た
な
返
礼
品
の
開
発
が
必

要
で
は
。

答
更
な
る
寄
附
の
増
額
を
目
指
し
て
、

業
者
間
で
の
組
合
せ
品
や
定
期
便

と
い
っ
た
人
気
商
品
を
作
る
工
夫
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

提言

新
た
な
返
礼
品
の
開
発
や
発
送
体

制
な
ど
を
整
備
し
、
寄
附
金
の
増

額
に
努
め
ら
れ
た
い
。

問
今
回
か
ら
夜
間
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
、

無
料
に
し
た
理
由
と
、
補
助
金
８

０
０
万
円
は
上
限
か
。

答
昨
年
ま
で
の
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
は
な
く
、
身
近
な
方
と
し
、

多
く
の
参
加
を
い
た
だ
く
た
め
無
料
と

す
る
。
予
算
は
８
０
０
万
円
を
上
限
と

し
て
進
め
る
。

問
６
万
２
千
件
を
超
え
る
申
込
み
件

数
に
対
応
す
る
業
務
量
で
、
職
員

の
専
任
化
を
含
め
た
新
年
度
の
体
制
は
。

　

ま
た
、
返
礼
品
の
一
部
に
つ
い
て
、

７
ヶ
月
待
ち
の
状
態
の
改
善
は
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
２
名
と
繁
忙

期
に
対
応
す
る
パ
ー
ト
の
体
制
や

他
の
課
か
ら
の
一
時
的
な
応
援
を
検
討

し
た
い
。

　

ま
た
、
12
月
か
ら
集
中
す
る
申
込
み

に
対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
業
務
は
、

委
託
と
す
る
。

　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
業
者
と
の
連

携
を
密
に
し
、
早
期
の
納
入
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

問
夜
の
時
間
帯
で
は
年
代
が
上
の
方

は
参
加
し
づ
ら
い
の
で
は
。

答
今
回
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ア
ー
ト

と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
、
音
楽
中
心
で
は
な
く
、
癒
し
の
空

間
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
村
の
食
を
楽

し
む
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
。

　

夜
の
開
催
で
、
村
内
に
循
環
バ
ス
を

運
行
し
、
参
加
し
や
す
い
体
制
を
整
え

た
い
。

問
飲
食
・
飲
酒
も
予
定
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、
夜
間
の
開
催
で
ア
ル
コ

ー
ル
の
提
供
は
疑
問
に
感
じ
る
が
。

答
現
段
階
の
案
で
、
六
花
亭
と
も
協

議
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

の
検
討
と
な
る
。

問
花
咲
く
コ
ン
サ
ー
ト
に
代
わ
る
事

業
と
し
て
、
村
民
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
実
施
に
向
け
ど
う
理
解
や

参
加
を
求
め
て
い
く
の
か
。

答
ア
ー
ト
も
一
つ
の
テ
ー
マ
で
、
村

民
が
製
作
し
た
作
品
の
展
示
や
、

製
作
ブ
ー
ス
を
設
け
、
来
場
者
全
員
で

作
品
を
作
り
上
げ
る
こ
と
な
ど
も
検
討

し
た
い
。

提言

住
民
に
理
解
さ
れ
る
事
業
と
な
り
、

住
民
の
多
く
が
参
加
で
き
る
よ
う

企
画
・
運
営
さ
れ
た
い
。

問
増
改
築
の
目
的
と
工
事
の
概
略
を
。

ま
た
、
事
業
に
係
る
財
源
は
。

答
①
改
修
工
事
に
よ
る
既
存
庁
舎
の

長
寿
命
化

②
消
防
団
拠
点
施
設
と
な
る
詰
所
の
拡

張
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
等
へ
の
対
応

可
能
な
施
設
と
し
て
整
備

③
職
員
増
に
伴
う
執
務
室
の
拡
張
と
当

直
環
境
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
既
存

庁
舎
の
改
築
と
現
庁
舎
東
側
に
２
階
建

て
を
増
築
し
て
対
応
す
る
も
の
。

　

財
源
に
つ
い
て
は
、
増
築
部
分
が
対

象
と
な
る
緊
急
防
災
減
債
事
業
（
充
当

率
１
０
０
％
・
交
付
税
措
置
70
％
）
を

活
用
す
る
。

令和２年度
予算審査

企画費

ふ
る
さ
と
納
税
費

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
推
進

４
億
２
４
９
０
万
円

企画費

六
花
の
森
イ
ベ
ン
ト

�

事
業
補
助
金

文
化
の
村
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

８
０
０
万
円

消防設備費

消
防
庁
舎
増
築
及
び

�

改
修
工
事
請
負
費

災
害
等
へ
の
対
応
力
を
強
化

３
億
１
６
６
７
万
７
千
円

新たな返礼品の開発など工夫し新年度も納税額増加を期待

増築・改修が行われる消防庁舎

森田村政締めくくりの年  日本で最も美しく
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まちづくり事業は？
問

車
の
名
義
が
個
人
で
な
い
場
合
は
、
該
当
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
世
帯
に
一
台
の
補
助
な
の
か
。

答
車
両
の
使
用
者
が
65
歳
以
上
で
あ
れ
ば
該
当
と
な

り
、
夫
婦
で
別
々
に
所
有
し
て
い
る
場
合
も
該
当
。

問
同
じ
年
に
車
を
入
れ
替
え
た
場
合
は
。

答
同
じ
年
で
の
更
新
は
該
当
し
な
い
が
、
年
度
が
変

わ
れ
ば
該
当
す
る
。

問
新
年
度
予
定
さ
れ
る
新
庁
舎
の
備
品
費
及
び
外
構

工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
つ
頃
補
正

予
算
が
出
さ
れ
る
の
か
。

答
備
品
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
・
３
年
度
の
債
務
負
担
行

為
と
し
て
６
３
９
１
万
円
を
計
上

し
、
発
注
を
予
定
す
る
。
外
構
工

事
は
周
辺
歩
道
の
整
備
と
の
調
整

中
で
、
６
月
か
９
月
の
定
例
会
に

補
正
と
し
て
提
案
し
た
い
。

問
対
象
と
な
る
条
件
は
。
夫
婦
の
所
得
が
３
４
０
万
円

以
下
の
低
所
得
と
な
る
こ
と
か
ら
、
村
独
自
に
基
準

を
変
え
て
は
。

答
二
人
と
も
村
外
や
片
方
が
村
外
で
あ
っ
て
も
対
象
と

な
る
。

　

共
稼
ぎ
で
な
い
場
合
も

あ
り
、
国
の
制
度
で
は
低

所
得
に
対
す
る
助
成
事
業

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
年
度
は
試
行
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
お
り
、
ニ
ー

ズ
等
を
把
握
し
な
が
ら
今
後
の
制
度
設
計
を
し
た
い
。

問
ど
う
い
っ
た
事
業
が
対
象
で
、
上
限
額
を
引
上
げ

た
理
由
は
。

答
現
在
実
施
の
４
つ
の
祭
り
で
、
寄
附
等
の
減
少
で

運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
補
助
率

を
65
％
に
引
上
げ
た
。

問
４
つ
の
事
業

以
外
に
村
の

活
性
化
に
繋
が
る

事
業
へ
の
補
助
は

考
え
て
い
る
か
。

答
予
算
の
積
算

は
現
状
の
事

業
と
し
て
い
る
が
、

活
性
化
に
繋
が
る

事
業
へ
は
対
応
し

た
い
。

問
年
齢
層
が
広
く
様
々
な
事
業

が
予
定
さ
れ
、
専
門
的
な
知

識
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
職
員

の
体
制
は
。

答
新
年
度
は
立
ち
上
げ
の
年
と

な
り
、
助
産
師
と
管
理
栄
養

士
を
賃
金
雇
用
し
、
妊
娠
期
か
ら

乳
幼
児
の
子
育
て
支
援
を
、
保
健

師
が
発
達
支
援
と
関
係
機
関
と
の

相
談
調
整
を
担
い
、
役
割
分
担
で

体
制
を
整
え
る
。

　

な
お
、
必
要
性
の
度
合
い
に
よ

っ
て
人
員
配
置
を
進
め
る
。

問
委
員
の
応
募
の
状
況
と
応
募
が
な
い
場
合
の
選
考

方
法
は
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
応
募
が
な
く
、
応
募
の
な
い
場
合

は
、
各
種
団
体
・
機
関
の
様
々
な
方
に
声
を
か
け

選
出
し
た
い
。

問
今
ま
で
も
各
種
委
員
を
募
集
し
て
も
応
募
が
な
い

実
態
で
、
い
つ
も
同
じ
人
が
担
っ
て
い
る
傾
向
に

あ
り
、
無
作
為
抽
出
の
手
法
を
導
入
し
て
は
。

答
新
年
度
の
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
に
係
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

提言

村
に
関
心
が
あ
っ
て
も
接
点
が
な
い
人
が
多
い
と

思
わ
れ
る
。
無
作
為
抽
出
の
手
法
を
活
用
し
、
住

民
参
加
を
促
す
べ
き
。

総務
管理費

企画費

住民一般
経費

保健
衛生費

総務
管理費

企画費

活
用
に
向
け
て
十
分
な
Ｐ
Ｒ
を

�

高
齢
者
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
補
助
金　

57
万
円

住
民
参
加
を
促
す
工
夫
を

�

総
合
行
政
推
進
委
員
報
酬　

34
万
９
千
円

移
住
・
定
住
対
策
と
し
て
活
用
を

�

新
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金　

90
万
円

支
援
セ
ン
タ
ー
体
制
の
充
実
を

�

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業　
　
　
　

�

６
３
２
万
５
千
円

�

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
費　

�

４
１
７
万
５
千
円

新
庁
舎
建
設
に
伴
う
備
品
は

�

庁
舎
建
設
事
業
費

村
活
性
化
に
繋
が
る
事
業
へ
支
援
を

�

ま
つ
り
振
興
事
業
補
助
金　
　

２
４
０
万
円

令和２年度
予算審査主な質疑

村内外から集まってにぎわう商工会七夕まつり

提言

高齢者の安全対策とし

て、活用してもらうた

めの充分なＰＲを。
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今年度の住民サービスと
問

令
和
３
年
度
か
ら
指
定
管
理
に
移
行
す
る
こ
と
で

進
ん
で
い
る
が
、
必
要
な
物
品
の
新
年
度
予
算
で

の
計
上
が
な
い
が
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答
現
在
、
診
療
所
と
委
託
先
と
の
間
で
調
整
し
て
い

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
思
う
よ

う
に
進
ん
で
い
な
い
。

　

工
程
表
を
作
成
し
、
建
物
や
医
療
機
器
等
を
計
画
的

に
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
開
設
に
最
低
限
必
要
な

も
の
は
、
補
正
予
算
で
計
上
し
た
い
。

問
望
ま
れ
る
医
療
体
制
を
求
め
る
た
め
、
地
域
包
括

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
地
域
医
療
の
考
え
方
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
関
係
者
が
連
携
し
て

ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
当
然
、
医
療
だ
け
で
は
な
く
、
保
健
・
福
祉
を
は

じ
め
関
係
す
る
課
と
の
連
携
や
、
相
手
方
と
の
整

理
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
改
修
に
対
す
る
国
の
補
助
金
が
な
く
、
村
へ
の
要

請
で
あ
る
が
、
昨
年
実
施
の
改
修
は
補
助
基
準
に

よ
る
も
の
で
、
今
回
全
額
負
担
す
る
理
由
は
。

問
委
託
料
が
昨
年
と
比
較
し
て
増
額
と
な
っ
て
い
る

要
因
は
。

答
両
施
設
の
利
用
者
は

村
民
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
村
か
ら
の
委
託
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

福
祉
会
の
収
益
は
一
切
な

い
こ
と
か
ら
、
今
回
は
全

額
負
担
と
し
た
。

答
生
ご
み
の
委
託

は
、
人
件
費
の

ア
ッ
プ
分
で
、
塵
芥

収
集
委
託
は
、
家
庭

ご
み
の
増
加
に
伴
い
、

月
曜
日
の
収
集
分
が
、

一
日
で
処
理
で
き
ず
、

増
車
・
増
員
で
の
対

応
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
。

問
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

酪
農
家
全
戸
へ
箱
わ
な
を
設
置
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
対

策
が
必
要
で
は
。

答
賃
金
で
計
上
し
て
い
た
部
分
を
、
補
助
金
へ
組
替
え

た
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
５
頭
捕
獲
し
、
今
後
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
村
所
有
の
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
生
息
調

査
や
箱
わ
な
の
貸
出
し
と
、
駆
除
に
対
す
る
住
民
啓
蒙
を

積
極
的
に
進
め
る
。

問
鹿
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
駆
除
は
、
隣
接
し
て
い
る

帯
広
市
や
更
別
村
と
連
携
し
て
取
組
ま
な
い
と
効
果

が
な
い
の
で
は
。

答
連
携
が
必
要
な
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
ア
ラ
イ
グ

マ
に
関
し
て
は
、
振
興
局
が
中
心
と
な
っ
て
連
絡
会

議
を
構
成
し
、
情
報
交
換
と
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

る
。

問
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
年
齢
と
対
象
者
の
拡
大
と

は
。

答
令
和
２
年
10
月
か
ら
定

期
接
種
が
開
始
さ
れ
、

８
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
が
対
象
。

　

対
象
の
拡
大
は
、
同
年
度

で
の
差
を
な
く
す
た
め
、
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

に
つ
い
て
も
、
無
料
接
種
の

対
象
と
し
拡
大
。

保健
衛生費

保健
衛生費

社会
福祉費

清掃費

衛生費

診
療
所
整
備
の
進
捗
状
況
は

�

診
療
所
管
理
費　

４
６
２
２
万
円

ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種
拡
大

�

予
防
接
種
業
務
委
託
料　

８
５
２
万
５
千
円

改
修
費
用
全
額
負
担
の
理
由
は

�

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
改
修
事
業
補
助
金　
　

�

２
６
４
万
円

�

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
居
室
改
修
事
業
補
助
金　

�

１
３
２
万
円

ご
み
収
集
委
託
料
増
加
の
要
因
は

�

塵
芥
収
集
委
託
料　

１
８
５
８
万
円

�

生
ご
み
収
集
資
源
化
委
託
料　

６
６
９
万
円

ア
ラ
イ
グ
マ
駆
除
に
万
全
の
対
策
を

�

有
害
鳥
獣
駆
除
補
助
金　

６
３
０
万
６
千
円

令和２年度
予算審査

家庭ごみが増え、増車・増員で対応している

提言

繁殖力が高く、生息数の増加が想定され

ることから、広域的な取組みで万全な駆

除対策をとられたい。

積極的な駆除対策が求められる
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まちづくり事業は？
商工

観光費
農業振興
推進費

災害
対策費

商工
観光費

ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス 

冬
の
活
用
は

�

札
内
川
園
地
管
理
費　

１
５
８
８
万
３
千
円

観
光
客
へ
注
意
喚
起
を

�

種
子
馬
鈴
薯
防
除
対
策
補
助
金　

50
万
７
千
円

親
子
で
参
加
・
体
験
で
き
る
訓
練
を

�

災
害
対
策
費　

６
４
２
万
４
千
円

「
道
の
駅
」
設
備
・
機
能
充
実
へ

�

道
の
駅
整
備
事
業
設
計
委
託
料　

６
５
４
万
５
千
円

令和２年度
予算審査主な質疑

問
冬
期
間
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
活
用
を
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
の
結
果
は
。

問
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
止
対
策
の
看
板
制
作
に
、

24
万
円
が
新
た
に
見
ら
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
ほ
場
へ
の
立
入
禁
止
の
看
板
を
、
日
本
語
・
英
語
・

中
国
語
・
台
湾
語
・
韓
国
語
の
５
ヵ
国
語
表
記
で

12
基
設
置
す
る
。

答
昨
年
12
月
に
耐
寒

試
験
を
実
施
し
た

が
、
調
理
場
や
ト
イ
レ

の
問
題
な
ど
、
利
用
者

の
安
全
面
と
管
理
体
制

を
考
え
る
と
、
通
年
利

用
は
難
し
い
と
判
断
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
的
な
短
期

間
利
用
の
可
能
性
を
探

り
た
い
。

問
「
道
の
駅
」
改
修
に
つ
い
て
の
概
略
は
。

答
カ
ン
ト
リ
ー
プ
ラ
ザ
内
の
改
修
と
な
り
、
加
工
処

理
室
は
観
光
協
会
の
事
務
所
を
移
転
し
、
観
光
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実
を
図
り
、
多
目
的
室

の
部
分
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
と
親
子
で
休
憩
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

問
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
遊
具
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
帯
広
駅
前
の
商
業
施
設
に
あ
る
立
体
的
な
遊
具
な

ど
が
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
設
計
で
多

く
の
意
見
を
も
ら
い
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
防
災
訓
練
は
体
験
す
る
部
分
が
少
な
い
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
平
日
開
催
で
は
働
い
て
い
る
人
は
参
加
で
き

ず
、
親
子
で
参
加
で
き
る
よ
う
、
土
日
開
催
を
検
討
し
て

は
。答

新
年
度
は
、
小
中
学
校
・
養
護
学
校
・
福
祉
施
設
か

ら
参
加
要
望
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
震
を
想
定
し
て

の
避
難
行
動
を
、
例

年
同
様
10
月
頃
の
平

日
開
催
で
予
定
し
て

い
る
。

　

訓
練
内
容
に
つ
い

て
も
参
加
者
が
体
験

で
き
る
内
容
で
企
画

し
た
い
。

　

な
お
、
土
日
で
の

開
催
は
、
出
前
講
座

で
地
区
を
回
る
と
い

う
こ
と
も
検
討
し
た

い
。

充分な活用ができるよう検討工夫をほ場への立入禁止看板

カントリープラザ内に観光協会事務所を移転し、観光案内機能の
充実、　授乳室やキッズスペースの整備などが計画されている。

昨年度は大雨による浸水害を想定した防災訓練。今年度は地震を想定して実施予定。

提言

防災意識を高めるための訓練

となるよう、実施にあたり創

意工夫を。
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今年度の住民サービスと
除雪費

教育
総務費

歳　入

歳　入 教育
振興費

担
い
手
を
確
保
し
除
雪
体
制
維
持

�

除
雪
委
託
料　

４
５
１
０
万
円

学
習
環
境
の
改
善
を

�

中
札
内
中
学
校
管
理
費　

１
６
６
９
万
５
千
円

教
員
住
宅
の
利
用
状
況
は

�

教
員
住
宅
貸
付
収
入　

２
７
１
万
３
千
円

語
学
指
導
者
１
名
増
員

�

語
学
指
導
講
師
費　

１
０
３
９
万
３
千
円

使
用
料
減
少
の
要
因
は

�

営
農
用
水
道
使
用
料　

３
９
２
０
万
２
千
円

令和２年度
予算審査

　
村
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

可
決
し
ま
し
た
。

　
予
算
に
対
す
る
質
疑
や
提
言
が
、
令
和
２
年
度
の

予
算
執
行
に
あ
た
り
十
分
に
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
よ

う
、
議
会
と
し
て
引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。

問
市
街
地
の
除
雪
で
間
口
に
残
る
雪
に
困
っ
て
い
る
。

帯
広
市
の
一
部
で
は
大
型
車
両
の
後
に
、小
型
シ
ョ

ベ
ル
で
除
雪
し
て
い
る
が
、
村
で
も
対
応
で
き
な
い
か
。

答
過
去
に
企
業
体
と
相
談
し
た
が
、
人
員
と
機
械
の

確
保
が
難
し
く
、
降
雪
の
多
い
村
で
は
、
除
雪
し

た
雪
の
堆
積
場
所
や
排
雪
の
課
題
が
あ
り
、
対
応
は
難

し
い
と
判
断
し
た
。

問
除
雪
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
予
算
は

増
え
る
が
、
補
償
の
た
め
に
助
成
を
す
べ
き
で
は
。

答
担
い
手
確
保
の
状
況
は
、
企
業
体
か
ら
も
５
年
持

た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
聞
い
て
い
る
。

　

機
械
単
価
は
道
単
価
で
、
経
費
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
が
、
降
雪
時
の
固
定
経
費

の
増
額
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

問
改
修
し
た
ば
か
り
だ
が
、
中
学
１
年
生
の
教
室
が

手
狭
と
聞
く
。
学
習
環
境
改
善
の
検
討
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答
学
校
長
か
ら
報
告
は

受
け
て
お
り
、
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
設
置
し
て

多
目
的
教
室
を
利
用
し
て

い
る
。

　

今
後
の
見
通
し
と
し
て

は
、
30
人
か
ら
40
人
で
推

移
す
る
こ
と
か
ら
、
各
教

室
の
入
替
な
ど
で
対
応
し

て
い
き
た
い
。

問
一
名
増
員
と
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方
を
採
用
す

る
の
か
。
ま
た
、
待
遇
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
女
性
と
な
る
。

待
遇
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
住
宅
料
は
交
付
税
措
置
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
分

を
引
い
た
形
で
、
現
在
雇
用
し
て
い
る
講
師
と
同
額
程

度
と
な
る
。

問
年
々
使
用
料
が
減
っ
て
い
る
要
因
は
。

答
大
口
の
利
用
が
減
っ
て
い
る
。
近
年
、
大
型
の
酪

農
家
が
地
下
水
に
切
替
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
減

少
し
て
い
る
。

問
昨
年
、
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
教
員
住
宅
を
、
条
件

が
整
え
ば
一
般
住
民
に
貸
出
す
こ
と
と
な
っ
た
が
、

賃
貸
の
状
況
は
。

答
４
戸
の
教
員
住
宅
を
所
管
替
え
し
、
２
戸
に
つ
い
て

は
既
に
賃
貸
し
、残
り
２
戸
も
賃
貸
を
予
定
し
て
い
る
。

介護保険
特別会計

介
護
カ
フ
ェ
開
設
日
の
増
加
を

�

認
知
症
施
策
推
進
事
業　

64
万
１
千
円

問
介
護
カ
フ
ェ
の
開
設
日
が
年
５
回
と
な
っ
て
い
る
が
、

月
１
回
程
度
必
要
で
は
な
い
か
。

加
者
数
や
利
用
者
の
意
見
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
一
回
の
利
用
者
数

と
実
施
内
容
は
。

答
参
加
者
は
多
い
と
き
で

５
名
ほ
ど
、内
容
は
介
護

経
験
者
の
体
験
談
や
介
護
中

の
方
の
苦
労
や
不
安
な
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。

　

開
設
回
数
に
つ
い
て
は
、

本
格
実
施
し
て
２
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
新
年
度
、
参

テストや給食時に利用している多目的教室

体育施設
管理費

利
用
期
間
の
延
長
を

�

中
札
内
村
民
プ
ー
ル
管
理
委
託
料　
　

�

８
３
２
万
１
千
円

問
健
康
づ
く
り
の
面
で
も
効
果
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

利
用
期
間
を
一
ヵ
月
ほ
ど
延
長
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
要
望
を
受
け
て
検
討
し
、

今
年
度
は
少
し
延
長
し

た
。温
水
プ
ー
ル
の
た
め
、燃

料
費
と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮

し
て
期
間
を
設
定
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
か
ら
、
現
行
の

期
間
が
適
当
と
判
断
し
て
い

る
が
、画
一
的
で
は
な
く
、状

況
を
見
な
が
ら
運
営
し
た
い
。
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◆
令
和
元
年
度
中
札
内
村
一
般
会

　

計
補
正
予
算

　

昨
年
末
の
ふ
る
さ
と
納
税
申
込

件
数
の
大
幅
増
に
よ
り
、
郵
送
料

や
消
耗
品
等
の
予
算
に
不
足
を
生

じ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ

き
専
決
処
分
を
し
た
も
の
。

問
多
額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

推
測
で
総
額
６
億
８
千
万
円

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
特
別
寄
附

と
し
て
４
つ
の
基
金
に
積
立
て
る

金
額
は
。

　

ま
た
、
経
費
と
な
る
一
般
寄
附

金
の
金
額
は
。

答
基
金
へ
の
積
立
額
は
、
文
化

振
興
基
金
へ
６
６
０
０
万
円
、

豊
か
な
環
境
等
創
生
基
金
へ
６
３

０
０
万
円
、
福
祉
基
金
へ
６
９
０

０
万
円
、
ふ
る
さ
と
活
性
化
基
金

へ
８
８
０
０
万
円
で
、
合
計
２
億

８
６
０
０
万
円
と
な
る
。

　

ま
た
、
推
測
し
た
６
億
８
２
６

４
万
円
か
ら
基
金
へ
の
積
立
分
を

差
し
引
い
た
金
額
、
３
億
９
６
６

４
万
円
が
経
費
に
充
て
る
一
般
寄

附
金
と
な
る
。

◆
中
札
内
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

◆
中
札
内
村
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
改
正

◆
中
札
内
村
地
域
振
興
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
改
正

　

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

債
権
関
係
の
規
定
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
保

証
人
に
は
債
権
補
償
の
限
度
額
を
定
め
る
こ

と
や
、
身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢
者
等
の
増

加
を
踏
ま
え
、
保
証
人
の
確
保
が
一
層
困
難

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
保

証
人
に
代
わ
り
緊
急
連
絡
人
を
求
め
る
こ
と

と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。問

緊
急
連
絡
人
に
代
わ
る
こ
と
に
よ
り
、

家
賃
の
滞
納
が
増
え
な
い
か
。

答
入
居
者
と
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
滞
納

が
生
じ
な
い
よ
う
丁
寧
に
対
応
し
て
い

く
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
の
適
用
で
、
経
過

措
置
と
し
て
、
現
在
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、

現
行
通
り
の
取
扱
い
と
な
る

問
緊
急
連
絡
人
の
年
齢
制
限
等
の
要
件
は
。

答
基
本
的
に
は
親
族
を
想
定
し
て
い
て
、

年
齢
制
限
は
し
て
い
な
い
。

◆
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の

　

変
更

　

帯
広
市
と
管
内
18
町
村
が
、
平
成
23
年
度

か
ら
取
組
ん
で
き
て
い
る
定
住
自
立
圏
構
想

に
つ
い
て
、
現
協
定
へ
の
追
加
及
び
削
除
等

の
項
目
の
協
議
が
整
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
経
よ
う
と
す
る
も
の
。

◆
新
庁
舎
建
設
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　

の
変
更

　

昨
年
９
月
に
締
結
し
た
新
庁
舎
建
設
電
気

設
備
工
事
に
、
各
種
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
設
置
及
び
既
存
設
備
の
移
設
に
係
る
工
事

を
一
括
発
注
す
る
こ
と
に
よ
り
、
工
期
の
短

縮
や
コ
ス
ト
低
減
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
当

初
の
請
負
金
額
を
変
更
す
る
も
の
。

問
８
４
８
万
１
千
円
の
増
額
と
な
る
が
内

訳
は
。
ま
た
、
算
出
の
基
礎
と
な
る
も

の
は
。

答
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
11
の
事
業
に
係
る
配

線
と
な
る
が
、
設
計
に
あ
た
っ
て
は
道

単
価
及
び
見
積
も
り
に
よ
る
も
の
。

問
設
計
変
更
と
な
る
の
か
。

答
当
初
は
別

々
に
実
施

予
定
で
あ
っ
た

が
メ
リ
ッ
ト
を

考
え
、
設
計
変

更
を
行
う
も
の
。

新ピアノ活用、GIGA スクール構想、地元商業支援など
条例改正や補正予算等可決

専
決
処
分

協
定
の
変
更

◆
中
札
内
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
公
的
年
金
の
支
給

年
齢
の
引
上
げ
に
伴
う
、
再
任
用
職
員
制
度
の

運
用
や
各
部
局
の
業
務
を
勘
案
し
て
職
員
定
数

の
見
直
し
を
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

問
部
局
ご
と
の
現
行
の
配
置
人
員
は
。

答
村
長
部
局
が
71
人
で
、
教
育
委
員
会
部
局

が
11
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
再
任
用

職
員
の
増
も
想
定
し
た
改
正
と
な
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆
中
札
内
村
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

本
年
度
購
入
し
た
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
使

用
料
を
設
定
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

問
使
用
料
の
算
出
根
拠
は
。

答
十
勝
管
内
の
７
市
町
村
を
調
査
し
、
ほ
ぼ

同
額
（
一
回
あ
た
り
村
外
５
千
円
・
村
内

２
千
５
百
円
）
で
設
定
し
た
。

問
ス
テ
ー
ジ
で
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
が
、

そ
の
場
合
の
使
用
料
は
。

答
ホ
ー
ル
使
用
料
と
ピ
ア
ノ
使
用
料
の
両
方

が
掛
か
る
。

※
質
疑
の
あ
っ
た

　
主
な
も
の

条
例
の
改
正

工
事
請
負
契
約
の
変
更

　
　

そ
の
他
の
条
例
改
正
・
規
約
変
更

◆
中
札
内
村
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◆
中
札
内
村
営
農
用
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◆
第
２
号
会
計
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
中
札
内
村
及
び
更
別
村
指
導
主
事
共
同
設
置
規
約
の
全
部
を
変
更
す
る
規
約
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中
札
内
保
育
所
業
務
費

�
賃
金　

△
１
６
２
７
万
４
千
円

問
パ
ー
ト
保
育
士
・
調
理
員
と
嘱
託
保
育
士

４
名
の
応
募
が
な
く
減
額
さ
れ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
保
育
業
務
へ
の
支
障
は
な
か
っ
た
の
か
。

答
保
育
業
務
に
支
障
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、
職

員
の
時
間
外
や
パ
ー
ト
職
員
の
出
勤
日
数

増
に
よ
り
対
応
し
た
。

　

ま
た
、
週
３
日
か
ら
４
日
、
上
札
内
保
育
園

の
園
児
を
中
札
内
で
保
育
し
た
こ
と
に
よ
り
、

職
員
の
勤
務
の
調
整
を
図
っ
た
。

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
管
理
費

�

工
事
請
負
費　

４
２
９
０
万
円

問
ボ
イ
ラ
ー
の
更
新
に
よ
り
冷
暖
房
の

使
用
で
き
な
い
期
間
は
。

答
納
品
に
４
ヶ
月
ほ
ど
か
か
る
こ
と
か

ら
、
早
期
に
発
注
す
る
こ
と
で
、
暑

く
な
る
前
の
で
き
る
だ
け
支
障
の
少
な
い

時
期
の
交
換
を
進
め
る
。

問
更
新
に
よ
る
配
管
等
の
追
加
工
事
は

発
生
し
な
い
の
か
。

答
設
置
当
時
か
ら
保
守
点
検
を
し
て
い

る
業
者
か
ら
の
見
積
り
で
、
追
加
工

事
が
無
い
よ
う
に
進
め
た
い
。

地
元
商
店
で
の
消
費
促
進
へ

�

地
域
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
補
助
金　

�

４
２
０
万
円

問
商
品
券
の
発
行
は
住
民
に
は
喜
ば
れ

る
と
思
う
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
、
一
番
打
撃
を
受
け
て
い
る
の
は
飲

食
店
な
の
で
、
そ
こ
に
対
す
る
対
策
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
地
元
の
商
業
を

ど
う
守
る
か
の

き
っ
か
け
と
位
置
づ

け
、
事
業
を
通
し
て

一
人
一
人
が
地
域
に

お
金
を
落
と
す
と
い

う
積
重
ね
を
す
る
こ

と
と
、
商
業
者
も
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

様
々
な
連
携
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
へ

�

中
札
内
小
学
校
管
理
費
（
工
事
請
負
費
）

�

１
０
３
５
万
２
千
円

�

中
札
内
小
学
校
教
材
費
（
備
品
購
入
費
）

�

３
６
９
万
円

�

中
札
内
中
学
校
管
理
費
（
工
事
請
負
費
）

�

１
０
５
９
万
３
千
円

�

中
札
内
中
学
校
教
材
費
（
備
品
購
入
費
）

�

１
８
４
万
５
千
円

問
文
科
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
概

要
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
整
備
に
な
る

の
か
。

答
子
供
た
ち
へ
の
先
端
技
術
等
の
効
果
的
な

活
用
の
た
め
、
学
校
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
人
一
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
す
る
も
の
で
、
初
年
度
は
校
内

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
し
て
の
工
事
請

負
費
と
端
末
の
購
入
と
し
て
、
備
品
購
入
費
を

計
上
す
る
。

　

な
お
、
令
和
元
年
度
予
算
で
の
整
備
が
、
国

か
ら
の
財
源
措
置
が
有
利
な
こ
と
か
ら
補
正
予

算
で
計
上
し
、
令
和
２
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と

し
て
い
る
。

問
端
末
の
購
入
計
画
と
教
員
へ
の
指
導
は
。

答
初
年
度
に
は
、
中
学
一
年
生
分
41
台
と
小

学
５
・
６
年
生
分
82
台
で
、
翌
年
度
は
中

学
２
・
３
年
生
分
、
更
に
翌
年
度
に
小
学
３
・

４
年
生
分
、
最
終
年
に
小
学
１
・
２
年
生
分
を

導
入
し
、
４
年
間
で
全
生
徒
・
児
童
へ
の
整
備

を
図
る
。

　

教
員
の
研
修
は
、
既
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
が
導
入
さ
れ
研
修
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
研
修
受
講
に
よ
り
体
制
を
整
え
て
い
く
。

狂
犬
病
等
予
防
対
策
費

�

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
対
策
検
査
等
委
託　

�

△
58
万
１
千
円

問
委
託
料
予
算
が
、
半
分
以
上
減
額
に
な
っ

た
要
因
は
。
ま
た
、
駆
虫
薬
の
散
布
範
囲

と
方
法
は
。

答
１
回
の
散
布
量
を
４
千
個
と
し
て
委
託
契

約
し
た
が
、
事
前
調
査
で
千
個
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
契
約
変
更
に
よ
る
も
の
。
市
街
地

を
除
き
農
村
部
全
域
の
路
肩
に
散
布
し
た
。

問
散
布
の
効
果
は
。

答
５
月
か
ら
10
月
ま
で

毎
月
散
布
し
、
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
に
感
染
し
て

い
る
抗
原
陽
性
や
虫
卵
陽

性
と
も
大
き
く
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

歳
入

自
動
車
取
得
税
交
付
金

�

△
４
５
７
万
５
千
円

問
交
付
金
が
大
き
く
減
額
に
な
っ
て
い
る

要
因
は
。

答
昨
年
の
消
費
税
の
増
税
に
伴
う
制
度
改

正
に
よ
り
、
取
得
税
交
付
金
か
ら
環
境

性
能
割
交
付
金
と
し
て
新
設
さ
れ
て
い
て
、

未
確
定
な
部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
確
実
な

数
字
で
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、
減
額
と
な

っ
て
い
る
。

※
質
疑
の
あ
っ
た

　
主
な
も
の

補
正
予
算

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現し
民族共生の未来を切り開く決議 （※以下概略）

　アイヌ文化の復興・発展の拠点としてウポポイ（民族共生象徴空間）が北海道白老
町ポロト湖畔に、４月24日誕生する。
　先住民族アイヌを主題とした日本初の「国立アイヌ民族博物館」と「国立民族共生
公園」等からなる施設で、道内各地のアイヌ文化振興の取組みや食・観光等の地域の
多様な魅力とつなげることにより、国内外への総合的な情報発信の強化となり、国民
理解の促進が大きく期待される。
　ウポポイ開設を機に、アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現が図られ、北海
道が魅力ある大地であり続けるため、道民が協力し民族共生の未来を切り開いていか
なければならないものである。
　以上、決議する
� 提出者　宮部　修一　　賛成者　中西　千尋

―　決議案は採決の結果、採択となりました　―
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編
集
後
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
中
国
の
武
漢
で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
６
か
月
余

り
、
今
や
世
界
各
地
へ
と
拡
散
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
１
年
延

期
し
、
令
和
３
年
７
月
23
日
の
開
幕
と
な
り
ま
す
。

　

感
染
症
へ
の
対
策
に
即
し
た
危
機
管
理
が
今
問
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

村
新
年
度
予
算
が
提
案
さ
れ
て
議
決
を
し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
役
場
新
庁
舎
建
設
、
消
防
庁
舎
建
設
な
ど
の
大
型
事

業
・
命
と
健
康
を
守
る
村
立
診
療
所
医
療
体
制
の
充
実
で
、
令
和
３

年
度
実
施
に
向
け
た
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン
タ
ー
と
の
協
議
、
準

備
等
が
あ
り
ま
す
。

　

村
議
会
議
員
も
１
名
欠
員
の
ま
ま
で
す
が
、
中
札
内
村
の
特
徴
を

生
か
し
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
「
み
な
さ
ん
の
想
い
を
村
政
に
」

を
基
本
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

（
黒
田
）

　主な内容は、一般質問と議案の審査です。

　あなたも村の議会を傍聴してみませんか。

　議会中継は YouTube で配信しています。村のホームページ内の

ボタン をクリックしてください。『議会中継』のペー

ジからYouTube中札内村議会公式チャンネルにアクセスできます。

６月定例会のお知らせ

　

７
名
の
議
員
が
議
会
の
活
動

を
報
告
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
を
す
る
『
議
会
報
告

会
・
意
見
交
換
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

昨
年
の
統
一
自
治
体
選
挙
で

立
候
補
者
７
人
と
定
数
割
れ
（
定

数
８
人
）
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
議
会
運
営
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
議
員
の
な
り
手
不

足
の
解
消
や
議
会
の
活
動
を
知

っ
て
も
ら
う
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
初
め
て
企
画
。

　

報
告
会
の
皮
切
り
と
し
て
、

２
月
10
日
に
老
人
ク
ラ
ブ
興
農

会
と
12
日
に
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

の
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
で
は
、
令
和
元
年

度
の
定
例
会
と
各
臨
時
会
で
の

主
な
議
案
と
審
議
の
経
過
を
報

告
し
、
意
見
交
換
会
で
は
花
咲

く
コ
ン
サ
ー
ト
や
役
場
新
庁
舎

の
建
設
費
・
診
療
所
の
今
後
の

診
療
体
制
な
ど
の
話
題
で
会
員

の
皆
さ
ん
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、『
議
会
と

し
て
初
め
て
の
取
組
み
で
、
村

づ
く
り
を
皆
で
考
え
る
機
会
と

な
り
良
か
っ
た
』
と
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
会
場
で
出
さ
れ
た

村
に
対
す
る
要
望
や
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
村
長
に
対
し
て
２

月
25
日
に
報
告
書
を
提
出
し
、

対
応
に
つ
い
て
要
請
を
し
ま
し

た
。

　

村
議
会
と
し
て
は
、
今
後
も

各
種
団
体
や
グ
ル
ー
プ
と
意
見

交
流
の
場
を
設
け
、
幅
広
い
世

代
か
ら
意
見
を
聞
き
な
が
ら
議

会
の
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
、
す
ぐ
に
は
開
催

で
き
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
沈

静
化
の
状
況
を
見
な
が
ら
再
開

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

議
員
や
議
会
事
務
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
お
声
掛
け

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に
は
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催

２月12日老人クラブ寿会 ２月10日老人クラブ興農会

練習後の感想・反省とお礼を伝える生徒たち

　平成17年から保存会や地域の方々ご協力のもと、上小全校生徒で

石見神楽に取組んでいま

す。低学年は楽器等を担

当し、高学年から役を選

びます。大蛇を演じるの

が目標という生徒さんも

多いようです。

「みんなでの練習・発表

は楽しい。卒業しても、

伝統芸能を守る活動に関

わっていきたい。」と６年

生（現：中１）の古内花

さんが話してくれました。

Topic! 表紙の人


